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寄贈されたベンチ（手前）と目録を手にする両者

十六銀行が県産材ベンチを寄贈
７月６日（木）　市長室

観光施設等でおもてなし

　（株）十六銀行は創立140周年を記念して、県産材ヒノキ
を使用した木製ベンチ25基を市へ寄贈しました。
　この日は市長室で記念品贈呈式が行われ、秋葉和人取締
役常務執行役員から都竹市長へ目録が手渡されました。
　秋葉常務は「日頃のご愛顧や地域の皆さんに感謝し、寄贈
させていただきます。市を訪れた方や市民の皆さんの憩いの
場になれば嬉しい」と話していました。
　寄贈されたベンチは、市内の観光関連施設等に設置され
ています。

特別支援学校の生徒が地域奉仕活動
７月11日（火）　ＪＲ飛騨古川駅周辺

地域の皆さんへ感謝の気持ちを込めて

生徒の清掃活動の様子

　飛騨吉城特別支援学校高等部と中学部の生徒 17人が、Ｊ
Ｒ飛騨古川駅や駅周辺の清掃活動を行いました。
　この活動は、飛騨警察署から認証を受けたＭＳ・ＭＳＪ
リーダーズの青少年健全育成のための地域奉仕活動の一環
です。学校のある町の公共交通機関の拠点を清掃し、地域の
一員であることに気づき、自覚することを目的に行われまし
た。
　２回目となる今回は、５グループに分かれて、駅舎やバス待
合所、トイレ、跨線橋、自転車置き場などを隅々まで綺麗に清
掃しました。

講演を行う藤崎氏

効果的なプロモーションを学ぶ
７月５日（水）　市役所西庁舎

ロケ地としての魅力アップへ

　市では、ロケ誘致を通して効果的なプロモーションを学ぼ
うと、ロケツーリズム基調講演会を開催しました。
　講師には、観光庁「ロケツーリズム協議会」の会長を務め
る藤崎慎一氏を招き、「ロケ地の活用で、飛騨市を世界へ発
信！！」と題し、行われました。講演では、効果的なシティプ
ロモーション手法として全国の事例発表やロケ地での受入
体勢の方法、効果的な情報発信の秘訣などについて紹介さ
れました。
　藤崎氏は「ロケ地を提供するには、地域の皆さんの協力
体制が必要。地域の魅力を再発見し、地域のファンを増やし
ましょう」と話していました。

神岡の町並みを歩いて魅力を再発見
７月９日（日）　神岡町

各所で昭和の面影を感じる

ガイドによる説明の様子

　地元ガイドが神岡町の街を案内する「神岡街歩きガイド」
の市民向けが神岡町市街地で行われました。
　この街歩きは、地元の人にもっと神岡の街を知ってもらお
うと神岡街歩きガイド事務局が計画し、市民ら50人が参加
しました。
　この日は６つのグループに分かれて、普段は見過ごすような
街角の消火栓やマンホールの蓋の絵、路地裏の坂道など、昭
和の面影を残す神岡の町並みを歩きました。
　子どものコースを担当したガイドの中林さんは「大人になっ
たら、神岡の街をガイドできるよう頑張ってください」と話し
ていました。
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「地域」が学びのフィールド！「地域の未来を担うたくましい人材」を育てます！

岐阜県立 吉 城 高 等 学 校 お問い合わせ
岐阜県立吉城高等学校
℡0577-73-4555

地元高校は地域の活力！吉城高等学校ホームページ
http://school.gifu-net.ed.jp/yosiki-hs/

QRコード

吉高地域キラメキ（YCK）プロジェクト

　吉城高校は、「地域に根付いた、地域に愛される、地域に貢献できる学校」を目指し、【地域観光】【地域福
祉】【地域教育】【地域防災】の 4つの分野で地域の方 と々連携した活動を実践しています。この活動で得ら
れる力は、夢や進路目標を実現させてくれるでしょう！
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上野力哉さん（飛騨市役所観光課就職）
飛騨市文化村サマーフェスにスタッフとして参加させて
いただきました。地域活性化のイベントを盛り上げよう
と取り組んでいる地域の若い世代の方から、多くのこと
を学ぶことができました。

宮垣結衣さん（岐阜聖徳学園大学外国語学部外国語学科進学）
　将来、教師になろうと考えていたので、地域の小学生
に「理科の楽しさ」を知ってもらえればと思い参加しま
した。普段の授業で学んだことを、先生役になって教え
るのは楽しかったし、とてもやりがいがありました。

柚原明妃さん（山梨大学教育学部特別支援教育専攻科進学）
　家庭クラブ委員長として、様々なボランティア活動を
行い、企画にも携わってきました。これらの活動を通し
て、人との関わりやコミュニケーションをとることの大
切さや素晴らしさを知ることができました。

西本雄紀さん（都留文科大学文学部初等教育学科進学）
　防災図上訓練では、私たち地学部が取り組んできた
「古川国府盆地の地形や活断層」のデータを活用して地
域の危険個所を示し、ハザードマップを使って、災害時
にどのような行動を取るべきかについて考えることが
できました。

様々な問いかけや仕組みから、人生や将来の職業選択に役立つ大切な価
値観や、好き得意が見つけられたり、コミュニケーション力、前向きに生
きるためのメンタルスキルが身についたりします。また、多くの地域の方々
と触れ合うことで、地域への関心や愛着を深めます。
進行：㈱チームフロー公認メンタルコーチ　関口祐太氏

観光 Tourism 教育 Education

福祉 Welfare 防災 Prevention

・古川祭英語観光案内 

・文化村サマーフェス

・台湾文化交流海外派遣　

・ぼんぼりゆめ街道

・きつね火まつり

・絵本の読み聞かせ

・学習サポーター

・小学生サイエンス教室

・ぼくらのはたらく車

・成人式ボランティア

・特別支援スマイル広場

・和光園交流会清掃活動

・文化祭招待・案内

( 和光園・特別支援学校 )

・外来植物防除作業

・ひまわりプロジェクト

（種まき・収穫・配付）

・防災図上訓練

・ＭＳリーダーズ

台湾文化交流高校生海外派遣事業
異文化理解と国際協調の精神を育み、国際感
覚に優れた [ 地域社会人 ] を育成します。

ドリコミュへの参加
　　社会に役立つ人間力の育成

ドリコミュ ～多世代間の絆を強化～

日時：平成 29 年 8 月４日 ( 金 ) ～1０日 ( 木 )
行先：中華民国（台湾国嘉義県新港市）
内容：台湾家庭へホームステイ・国立新港芸術高校訪問交流
台湾文化施設見学、伝統工芸験体験

NEW! NEW!
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神岡中学校で家庭教育学級講演会
７月12日（水）　神岡中学校

ＳＮＳは正しく安全に

大型重機を見学する参加者

ＧＳＡで神岡鉱山や宇宙物理学を学ぶ
７月15日（土）・16日（日）　神岡鉱山

地下1000㍍で探検ツアー

　神岡鉱山の本物の坑道と「スーパーカミオカンデ」や「カム
ランド」などの最先端の宇宙物理学研究が行われている地
中を探検するイベントＧＳＡ（ジオスペースアドベンチャー）
２０１７が行われました。
　ＧＳＡには全国から抽選で選ばれた約８００人が参加しま
した。参加者はバスに乗り坑内に入り、中を歩きながら神岡
鉱山の歴史を学んだり、実際に使われていた大型重機やスー
パーカミオカンデの見学など地下1000㍍の探検ツアーを行
いました。温度が14度前後と肌寒いほどの異空間で、普段は
なかなかできない体験を楽しみました。

講演を行う北川氏

　神岡中学校で家庭教育学級講演会が開かれ、同校の１～
３年生生徒164人とその保護者らが参加しました。
　ＫＤＤＩスマホ携帯安全教室の認定講師の北川浩美さん
を講師に招き、「ケータイ安全・安心研修会」と題したＳＮＳ
に関する講演が行われました。
　講演の後には、各クラスに分かれて親子交流会が行われ、
講演で聞いた事や学んだ注意点などを確認し、「我が家の
ルールづくり」のきっかけとして話し合いを行いました。
　北川さんは「トラブルに巻き込まれないよう、家族とルー
ルを決めて、正しく使いましょう」と話していました。

まごころよしさんが古川地区の買い物を支援
７月13日（木）　市役所駐車場

移動スーパー２台目を導入

「まごころよしさん」と並ぶ坂本さんと都竹市長

　神岡町で買い物弱者対策支援事業として移動スーパー事
業を展開している坂本良威さんが市役所を訪れ、移動スー
パー２台目導入のお披露目を行いました。
　坂本さんは、移動スーパー「まごころけいちゃん」を行って
いる坂本圭祐さんの兄で、故郷のために何かできることが無
いかと東京から戻り、８月21日から古川地区での移動販売を
始めます。
　坂本さんは「古川地区の買い物の不自由な方のためにも少
しでも貢献したい。慣れてきたらエリアを拡大したい」と意気
込みを話していました。

学芸員の説明を聞く参加者

江馬氏館跡庭園で説明会
７月15日（土）　江馬氏館跡公園

県内初の国史跡・名勝の二重指定を目指して

　国名勝に指定される見込みとなった江馬氏館跡庭園で、
市の学芸員による説明会・ギャラリートークが行われまし
た。
　説明会は午前・午後の２回行われ、市内外から多くの方が
参加しました。学芸員は江馬氏の歴史や庭園の魅力・価値、
名勝指定などについて説明しました。説明の後には、質疑応
答も行われ、歴史談義に花を咲かせました。
　江馬氏館跡庭園が国名勝に指定されると、市内で初（県
内で７件目）となります。また、史跡・名勝の二重指定は県内
で初となります。
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申請数

１次審査通過

２次審査通過

平成28年度

32商品

22商品

10商品

平成29年度

11商品

11商品

５商品
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吉城高校の現代フォーラムで討論
７月21日（金）　吉城高校

超高齢社会について考える

　吉城高校で「第27回現代フォーラム」が行われ、１～３年
生の生徒や保護者、教員などが参加しました。
　今回のフォーラムは「超高齢社会を生きる」をテーマに行
われました。まず、６名の生徒によるパネルディスカッション
が行われ、それぞれの考えや対策、解決案などの意見を発表
しました。
　その後、名古屋大学大学院経済学研究科の柳原光芳教授
の講演が行われ、生徒らは高齢社会について理解を深めま
した。

河合小学校で児童らが防災キャンプ
７月15日（土）　河合小学校

防災について幅広く実践し学ぶ

上空を旋回する防災ヘリコプター本堂内で輪になって踊る参加者

意見を発表する生徒

太子踊りで心一つに
７月24日（月）　神岡町吉田　常蓮寺

吉田常蓮寺で太子踊り

　300年以上の歴史を持つ常蓮寺で県の重要無形民俗文化
財にも指定されている太子踊りが行われました。
　太子踊りは毎年７月24日に行われ、手を大きく振って常に
肩より高く手を上げ、輪になって踊るのが特徴です。
　この日は雨が降っていたため、参加者は本堂内で輪になっ
て太子踊りを楽しみました。会場には、歌声や笛、三味線の
音楽や参加者の笑い声が響きました。
　また、常蓮寺に秘仏として安置される聖徳太子像の御開
帳や各種バザーも行われました。

家庭内ＤＩＧを行う参加者

　河合小学校が防災への備えを学ぶ防災キャンプを行い、５
～６年生15人をはじめ、保護者や防災士なども参加しまし
た。
　非常食の夕食や、地震で倒れてくる家具を見直す等の家庭
内ＤＩＧ、避難所運営訓練、ロープワーク講習など、様々な訓
練や体験を行いました。児童は、家族や友人と協力しなが
ら、防災について学び実践しました。
　キャンプ終了後には、子ども防災士認定証が授与されまし
た。

防災ヘリで迅速な連携を目指す
７月18日（火）　神岡町防災ヘリポート

県と消防本部が合同訓練を実施

　岐阜県防災航空隊と市消防本部神岡消防署との合同訓練
が、昨年度完成した神岡町消防防災ヘリポートで行われまし
た。
　この訓練は、県防災航空隊と救助訓練の連携を図ることを
目的に、地震や水害等の災害により孤立集落となった現場か
らヘリコプターで救出する訓練が行われました。
　訓練終了後には、見学に来ていた旭保育園・双葉保育園の
園児らが防災ヘリコプターや消防車両などを見学しました。園
児は間近で見る本物のヘリコプターに驚いていました。

検　索飛騨市http://www.city.hida.gifu.jp/
飛騨市ホームページでもご覧いただけます


